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や
宝
永
地
震
の
前
後
に
は
、
富
士
山
噴
火
や
関
東
地
震
、

東
北
沖
の
地
震
も
起
き
て
い
る
。

　

多
く
の
災
害
を
経
験
す
る
中
、
先
人
た
ち
は
防
災
の

日
常
化
を
実
践
し
て
き
た
。
危
険
を
避
け
て
集
落
を
作

り
、
互
い
に
助
け
合
い
、
災
害
教
訓
を
伝
承
し
、
災
害

に
対
す
る
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
自
助
力
を
育
ん
で
き

た
。
ま
た
、
梅
雨
時
に
田
植
え
時
期
が
限
定
さ
れ
る
た

め
、
地
域
で
協
力
し
て
田
植
え
を
す
る
地
縁
の
強
い
地

域
共
同
体
を
形
成
し
、
共
助
力
を
高
め
て
き
た
。

　

江
戸
時
代
ま
で
は
、
地
産
地
消
で
各
地
の
自
律
力
は

高
く
、
自
律
・
分
散
型
の
国
土
構
造
を
実
現
し
て
い
た
。

当
然
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
も
依
存
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
現
代
は
、
小
規
模
災
害
を
抑
え
る
建

設
技
術
を
手
に
し
、
人
工
物
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い

る
人
が
多
い
た
め
、
災
害
に
対
す
る
当
事
者
意
識
を
失

い
、
自
助
力
を
減
退
さ
せ
て
き
た
。
大
都
市
で
は
、
地

域
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
共
助
力
も
弱
ま
っ
て
い

る
。

　

法
規
制
や
科
学
技
術
の
お
か
げ
で
構
造
物
の
耐
震
性

が
増
し
、
堤
防
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
整
備
さ
れ
た
が
、

災
害
危
険
度
の
高
い
場
所
に
建
物
が
密
集
し
て
い
る
。

経
済
性
や
効
率
、
見
栄
え
を
重
視
し
た
バ
リ
ュ
ー
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
Ｖ
Ｅ
）
を
尊
ぶ
社
会
に
も
な
っ
た
。

建
築
耐
震
基
準
は
最
低
基
準
で
、
地
震
危
険
度
の
大
小
、

地
盤
の
硬
軟
に
関
わ
ら
ず
概
ね
全
国
一
律
の
基
準
で
あ

る
。
Ｖ
Ｅ
の
偏
重
や
会
計
検
査
の
徹
底
は
、
基
準
ギ
リ

河
川
勾
配
は
急
で
、
土
砂
災
害
や
洪
水
を
起
こ
す
。
居

住
に
適
す
平
地
は
河
口
周
辺
の
低
地
に
限
ら
れ
る
た
め
、

強
い
揺
れ
、
液
状
化
、
津
波
、
氾
濫
な
ど
を
受
け
や
す

い
。

　

建
設
業
は
、
付
加
体
の
石
灰
岩
か
ら
作
っ
た
セ
メ
ン

ト
を
使
い
、
河
川
で
摩
耗
破
砕
し
た
砂
利
や
砂
を
混
ぜ

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
り
、
構
造
物
を
建
設
し
て
い
る
。

し
か
し
、
自
然
を
侮
る
と
、
プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
っ
て

発
生
す
る
地
震
に
よ
っ
て
構
造
物
が
壊
れ
、
が
れ
き
と

な
っ
て
再
び
土
に
戻
る
。
面
白
い
輪
廻
で
あ
る
。

　

日
本
の
自
然
は
、
風
光
明
媚
な
景
色
や
温
泉
な
ど
の

恵
み
を
与
え
る
慈
母
で
あ
る
と
同
時
に
、
災
い
を
も
た

ら
す
厳
父
で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
防
災
文
化
と
も
言

ギ
リ
の
安
全
性
の
建
物
を
増
や
す
こ
と
に
も
繋
が
る
。

脆
弱
度
（V

ulnerability

）
解
消
と
、
ハ
ザ
ー
ド

（H
azard

）・
暴
露
（Exposure

）
増
大
の
相
殺
が
懸

念
さ
れ
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
近
い
将
来
、
確
実
に
発
生
し
、

国
難
と
も
言
え
る
事
態
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

全
壊
家
屋
数
や
が
れ
き
発
生
量
は
、
日
本
の
住
宅
着
工

戸
数
や
一
般
廃
棄
物
の
数
年
分
に
当
た
る
。（
公
社
）

土
木
学
会
の
試
算
に
よ
れ
ば
最
悪
一
、四
一
〇
兆
円
も

の
経
済
損
失
に
な
る
と
さ
れ
る
。
一
、〇
〇
〇
兆
円
に

も
及
ぶ
多
大
な
債
務
を
抱
え
、
諸
外
国
に
比
べ
公
務
員

の
少
な
い
日
本
で
は
、
公
の
力
に
は
限
界
が
あ
る
。
公

へ
の
依
頼
心
の
強
い
現
状
を
改
め
、
公
と
私
の
役
割
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
は
、
ガ
リ
ア
戦
記
の
中
に
、

「
人
間
は
も
の
を
見
た
り
考
え
た
り
す
る
と
き
、
自
分

が
好
ま
し
い
と
思
う
も
の
や
、
自
分
が
や
ろ
う
と
思
う

方
向
だ
け
を
見
が
ち
で
、
見
た
く
な
い
も
の
、
都
合
の

悪
い
こ
と
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
記
し
た
。

　

筆
者
の
居
住
す
る
中
部
地
方
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
予
想
被
災
地
で
あ
り
、
わ
が
国
随
一
の
製
造
拠
点
で

も
あ
る
。
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
で
は
、
名
古
屋
に

集
中
立
地
し
て
い
た
軍
需
工
場
が
大
き
な
被
害
を
受
け

て
終
戦
を
早
め
た
と
も
言
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
数
年
、
産
業
の
機
能
不
全
の
全
体
像

を
解
き
明
か
す
た
め
、
中
部
産
業
界
と
本
音
で
地
震
対

え
る
日
本
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
古
事
記
に
描
か
れ
る

国
生
み
神
話
や
、
高
千
穂
の
天
孫
降
臨
神
話
、
天
岩
戸

神
話
な
ど
は
、
大
規
模
火
山
噴
火
に
も
対
比
で
き
る
。

　

歴
史
年
表
の
中
に
過
去
の
地
震
発
生
年
を
挿
入
し
て

み
る
と
、
自
然
災
害
と
歴
史
形
成
と
の
関
わ
り
を
感
じ

る
。
西
日
本
を
広
域
に
襲
い
、
前
後
に
内
陸
の
地
震
活

動
が
活
発
に
な
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
時
期
は
、

歴
史
の
転
換
期
に
重
な
る
。
過
去
四
回
は
、
戦
国
時
代

か
ら
江
戸
時
代
へ
と
移
る
一
六
〇
五
年
慶
長
地
震
、
元

禄
文
化
が
終
焉
を
迎
え
た
一
七
〇
七
年
宝
永
地
震
、
幕

末
の
一
八
五
四
年
安
政
地
震
、
戦
中
・
戦
後
の
一
九
四

四
／
四
六
年
昭
和
の
地
震
に
当
た
る
。
何
れ
も
、
大
河

ド
ラ
マ
な
ど
で
描
か
れ
て
い
る
。
八
七
八
年
仁
和
地
震

策
を
語
り
合
う
会
を
毎
月
開
催
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、

電
気
・
水
・
燃
料
・
ガ
ス
・
通
信
・
道
路
の
相
互
依
存
、

多
組
織
が
関
わ
る
水
や
道
路
の
組
織
間
連
携
の
不
足
、

企
業
群
・
地
域
内
・
業
界
内
の
集
団
的
防
災
対
策
の
欠

如
、
九
九
・
七
％
を
占
め
る
中
小
企
業
の
防
災
対
策
の

遅
滞
な
ど
、
産
業
界
の
防
災
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
。

　
「
彼
を
知
り
己
を
知
れ
ば
百
戦
殆あ

や

う
か
ら
ず
」
と
い

う
格
言
が
あ
る
。
地
震
の
怖
さ
を
知
れ
ば
、「
君
子
危

う
き
に
近
寄
ら
ず
」
と
危
険
を
避
け
れ
ば
よ
い
。
自
分

の
弱
さ
を
知
れ
ば
、「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
、
自
ら
備

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
無
し
」
と
、
被
害
を
抑
止
し
、
地
震
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
。

　

関
東
大
震
災
後
、
後
藤
新
平
と
共
に
帝
都
復
興
に
勤

し
ん
だ
耐
震
工
学
の
泰
斗
・
佐さ

野の

利と
し

器か
た

は
、
一
九
二
六

年
に
「
然
し
な
が
ら
、
諸
君
、
建
築
技
術
は
地
震
現
象

の
説
明
学
で
は
な
い
。
現
象
理
法
が
明
で
も
不
明
で
も
、

之
に
対
抗
す
る
実
技
で
あ
る
。
建
築
界
は
百
年
、
河
の

清
き
を
待
つ
余
裕
を
有
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

次
世
代
に
負
債
を
残
さ
ず
、
健
全
な
社
会
を
継
承
す

る
た
め
、
先
人
の
知
恵
を
学
び
、
見
た
く
な
い
現
実
を

見
て
、
正
す
べ
き
こ
と
を
正
し
、
互
い
に
助
け
合
う
自

律
・
分
散
・
協
調
型
の
社
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
そ

れ
に
よ
り
「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」
社
会
が
実
現
で

き
る
。

　

本
年
は
、
草
津
白
根
山
、
霧
島
連
山
の
硫
黄
山
や
新

燃
岳
の
噴
火
、
大
阪
府
北
部
の
地
震
、
西
日
本
豪
雨
と
、

火
山
噴
火
、
地
震
、
豪
雨
が
相
次
い
で
発
生
し
た
。
改

め
て
自
然
災
害
多
発
国
の
国
民
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す

る
。

　

日
本
列
島
は
、
プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
る
地
殻
変
動
で

で
き
た
島
弧
で
あ
る
。
海
の
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
マ
グ
マ
が
火
山
生
成
物
を
生
み
出
し
、

海
の
プ
レ
ー
ト
に
載
っ
て
き
た
海
中
生
物
の
死
骸
が
陸

に
く
っ
付
い
て
付
加
体
を
作
る
。
こ
う
し
て
で
き
た
陸

地
を
プ
レ
ー
ト
が
東
西
に
圧
縮
し
脊せ

き

梁り
ょ
う

山さ
ん

脈み
ゃ
く

を

※

作
っ
た
。

　

ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
の
季
節
風
が
山
々
に
ぶ
つ

か
り
、
多
く
の
雨
や
雪
が
降
る
。
急
峻
な
地
形
ゆ
え
、

見
た
く
な
い
こ
と
を
見
て「
彼
を
知
り
己
を
知
れ
ば

百
戦
殆
う
か
ら
ず
」で「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」
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※ある地域の中央を脊梁（背骨）のように走り、陸を分断するように連なる山々のこと。
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